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平成26年2月26日(水)いしかわ総合スポーツセンター2階第1会議室で相談研修会が行わ

れました｡

平成2 3年から2 5年にかけ障害者基本法の改正､障害者総合支援法の制定､障害者差別禁止

法及び障害者雇用促進法の改定と法整備が次々となされました｡本年4月からは｢障害程度区分
から障害支援区分｣ ｢グループホーム-の一元化｣､ ｢地域移行支援の拡大｣等がスタートしますo

現在日々生活を営む上で多様な支援を受けていますが､これからの生活のためのケアプランを

組む相談支援事業について分かり易い話で､した｡ただ､ 2 6年度の最終年を迎えていますが､実

施率は県下平均2 0%台とU-)ことでしたoq個々の子供たちがより良い明日U)生活U-)ため､ぜひ各

市町でそれぞれに対応した福祉サービスが受けられるように相談支援事業が伸展していくことを
磨っています｡

相襲貫捷事業所の聯

計声相津:サ■ビスを上手に活用す尋だ棚
①特桝繕電柵･･･辞書福祉サービス等(障薯児
⑧幹事脚銘肝　適所支援)を適切に利用する

ための計葛を作成します｡

讃24-28年離功珊こサービスを利用していさ方

(犀等鰍トゼ久我終着研薄着)全員に柵も
その他

⑧叫脚(地域移行支摸･地域定着支援)
入所又は入院している障害者の地域における生活への

移行や､障害者の地域での生活を支援します｡

凍行政から筆託を受けて､自立支楳協崇会等での関連業幕もある｡

I相薄ま捷事業と捗

地域で生活す魯陣事のあ魯方箸の豪族､柵悌
繊柵柵啓壬^か棚に応じ.曲事等溝
報の盛供や助官を行うこe:で､自立した日常

生活審た捗社会生活が送れ魯さうに強食的･

継続的に電鍵

･障書権祉サービス利用

･各種槻
･専門機脚介
･棚　　　　　等々
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2計声相蕪の放れ

サービス利用古の瀬儒
⑨橋渡
⑧融サービス申繍　家計蓄相折捷サービスもt
⑧榊責(批綱董)
米障害撮鮮応分才走;申請したサービスにさ魯

④サービス等刊脚(縛宰児棚)薫提出
⑧撮社サべ三叉ま繊量決定
⑥決産弧饗雑音鉦乗付
⑨サービス等棚計声亮成
⑧拒牡サービス事業恥辞的
⑨癌牡サービス刊籍伽

7 劔 

讐新の淑 � � 

耶酬喜蓋 i.8_i ･t和の書き -伽たい支d 義(;"'芦苧 劍5B�ｾ���j�-��8,ﾂ�舒ﾈ�8�ｵ�R�

･l臥ta)兵書 ･I■月■ ･地の棚 �'サービス内-.併有＼ 書瓜■■ 二世粥ヒ掌●冨諾㌘ 

It-..!-: 凭~ーrrl;WQJllBL= I ! 剽^三幸皇 剳謗ｺ書滑 '誓J一'一二~■1-‥~叫 

ほ.;応闇サ 
帝捷 

計声作成の基串的考え方⑧

岡僻.人にあて見方や雄佃島P I.
翁魯弗膚で触ら脚).手恕餅にも牢番

みん辱いろいろ啓力(強さ)を持ってい魯L t

脚　う魯きい　⇒　元気桝帆活畿

偶人や集めがさ舟の人生の主人公e潜れるSうに
カをつけて.貞分点身脚をJ=一Iコント
ローtLで告卓さうにしてい<こ古

■
串^が持ってい魯戦士

･力を引缶出レ活用していく

ll 佗h柯ﾞﾉ�ﾈ,ﾉ�ﾈ�95��

# 

主人公紳At 

僻辞専門員捗サ糾-E 

①加齢嚢射る 

霊謡.+共有 
⑥計声の榔聯蛸l鎖魯 

⑨ー巧い3W賛辞の溝糾え魯 

串^の思いK:汲,こ一緒に秒†棚手-也 

奇相決ま貴書門島t弗につく.)でください 

計糾蕪に出てく専用雄の驚J*

アセスメント

本人の患い･状況を正し<知ること.そしてそれが生活全般の中のどんな
状況によるものかを種許すること｡蓬助活動を行う軒から出して行う.

ニー3 (轟櫨ニース)

福祉ニースというのは定さつけが妊しく､一書で軌'1見ない机支鐘の必

要なこと･支溝の対象といった意味合いになります｡

サービス銀盤替令嬢
サービス等利得計葛に押わる事集所･横辞等の担当者が♯蒙り､本人･家
族の方と-蔦に計苛の内容等について検肘し共有する乱

モこJP Lt/ヴ

朴歯に取らして状況把孝を行い､サービスや支援が予定どおり提供されて

いるかどう臥利用者の状況･生活を見守る事を音います｡

計膏作成の基本的考え方⑨
ニース(練轟)整理

アセスメントを深めていく中で､

本人がどうしたいのか?という希
望僧構)にl恥にたどりつく!

r訴えJからrニー晃｣へ

鋳えや状況(鎗欝)からのみ導-
∴　e出され馴鯵.串鼻の　童
.ニー柵もの抑1. i
電鍵内管も相銀お宅綬　妄
桝く潜魯可脚t I
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今国会では. ･ ･

全肢連清水会長が2月2 6日衆議院予算委員会(第五分科会)で質閉

1.移動支援(通学)についての質疑　(-　回答は､厚労省蒲原障専保健福祉部長)
･都心部以外ではステップバス等普及していなく､車椅子での移動が困難｡保護者の

送迎では金銭的･精神的負担｡児童生徒のストレスもあり､全国一律の支援策必要o
一･移動支援は市町村の地域生活支援事業｡通勤･通学で多くの要望がある｡移

動支援の在り方は総合支援法施行3午後の改正までの課題｡検討していきたい｡
2.高速道路の割引制度についての質疑
･障害者に対する割引は登録している車柄に適用｡個人と車柄の登録にしないで､個

人に対しての登録を検討できないか､早急に検討を｡
一･対象車柄として､障害者本人､親族等が所有する自家用車1台を登録｡障害者
･手帳とETCカードで確認する仕組みの提案かと､日常生活と異なる利用の恐れ

と対応に時間等で他の利用者-の影響など懸念｡引き続き慎重に検討｡

3.重度障害者の地域生活についての質疑
･グループホーム-の一元化で-ルパーの介助を得ながらの地域生活可能の状況に.

ただ､常時介護が必要な重度障害者等負担額が大きく､相談支援事業の個別支援計

画の作成となっているが､決定権黍市町村にあり､財政状況で必要な時間確保がで

きない懸念｡サービス低下なきよう施策必要｡今後はどのように｡
一･様々な訪問系サービスの支給決定を各市町村の決定基準一律でなく､本人の状

況に適切な支給量決定の周知は実施｡市町村の負担大きい場合は､一定の国庫補

助支援｡全体の市町村サービスの実績で9割位を支給できる基準｡
4.　障尊者給合支援法　第7条についての質疑
･ 6 5歳になる障害者は介護保険制度サービス､健康保険を優先することで､長年利

用サービス受けられず､低所得者は費用負担もご　サービスの選択棒を当事者に｡
-介護保険給付の段階で､介護保険に同じサービス有れば優先され､それ以外のサ
ービスは継続的に福祉サービス｡同じサービスかどうかに問題､介護保険は基本的

に1割負担(不満有は理解)､加齢や中途障害者との公平性の問題等あり｡

5.　身体障害者福祉法2 2条についての質疑　(母子寡婦福祉岳2 5粂師連)
･各公共施設における売店等に優先的に出店できる法律｡福祉､母子寡婦団体は自販

機を設置し､その収益を運営費などに利用しているC　しかし､自由競争時代という

理由からか行政機関の自販機設置も競争入札を取り入れ始めているC

国は昭和5 3年に身体障害者福祉法による売店の設置､専売品販売の許可について

都道府県に通達しているo改めて趣旨の再確認のための通達を｡　　　　　　し
一法の趣旨は､就業を援助するものであるo　国､地方自治体は公共施設において

売店等の散直の許可に努めるよう定めたもの｡今後も厚労省の取り組みとともに

法律の趣旨について適切に周知していく｡
r毒)～,<-～,

ぶ　3
'L一一J　-汰

お顔い-自販機設置可能な事業所等ありましたら､事務局-ご連絡厳います｡

3
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三　　　　新成人のみなさん～おめでとうございます～　　　　　:
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

:　平成26年1月19日(日)石川県社会福祉会館で｢成人を祝う会｣が行われました0 6名の成人暮

;望禦三舎誉空族霊讐至:ナ三望h(望讐望三雲慧讐ヒ讐二手晶が披露され､ビンゴゲームで:■
■

i　盛り上がりました｡賑やかにお祝い出来た事を嬉しく思います｡

:　　　　　　** *今後の皆さんのご健康とご活躍を期待いたしますo * **　　　　　　1-.J""""""""l"tLt""r"""I"I"I"dlI.----.+

国滞将希さん

倉知佑生さん 中島泰幸さん

堀内理沙さん

尾州智洗さん

二胡演奏でうっとり～～～♪

-I -I_---:

大好評♪　マジックショー!

6名の細孔畑耗盛ん.Iご荊如才掩さん!おめ想うコ乳壕す♪
4
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●-●-●-●-●-●-●-●-●活動報告●-●-●-●-●-●-●-●-●

0-かほく市父母の会-○

『から-ず』かはく市父母の会の2013年度活動の締め括りは､ 12月10日の
｢救急救命講習会｣､ 2月22日の｢親子ボウリング｣｡そして3月11日には今

年4月に地域に開所予定の就労支援事業所の担当者による説明会でした｡救急
救命講習会の受講修了証を手渡された親たちは､緊急の場面できちんと対応で

きる自信がついたと満足そうでした｡
3年目を迎えた親子ボウリングは県立看護大学

生のボランティアさんにもお手伝い頂き､子ど

も達と共に歓声の絶えない楽しい時間を過ごし

ました｡地域の事業所は開所後の5月に見学を

させて頂き､字ども達の将来の選択肢が広がり

そうな期待できる内容でした｡今後も､地域に

多様な施設や事業所がどんどん増えていくよう

働きかけて行きたいと思います｡

『から-ず』を応援よろしくお願いします. 〈mL)m〉

■■I I　■■■■■■Ir■■III TI I bII I I gI　■I y事I　■I III　■■■I　■■■I I TI

O-輪島市父母の会-○
響-_ tL

穴水ライフサポートセンターは2度目の見学ですo今年度は非会員の方も誘って一緒に見学をしま
した｡施設の中もわかり夏休みには小6年のお子さんを数回日中一時支援で預けることができ母子共

に喜んでもらえたのでよかったです｡年間では定例会を3回(4,8,12月)実施｡

i:. I. I.g..:. -:. I. I:. ':. -:. -. -:. -:. I::. I:. I. J:. ':.3--J.::.fl.聖.fl空,f'.i.:.･lf. t:. I:. (. I:. I:. I. -:. I. I:, I:. ':. -:. '. -, I:. I.g. I..i

今年度はラフ独自の行事は少なかったのですが､津幡町障害児･者団体連絡協蔑会てんとう虫の会主

催の行事にラフとして沢山参加し楽しむことが出来ました｡初めてのリンゴ狩りが親子共々とても楽し
めましたn車いすでも大丈夫な場所が近くにあることがわかり､また体験しに行きたいと思いましたo

来年度は新しい会員さんが入ってもらえるようにがんばりたいです｡

i:.嘗L::. 1:, I::..:. -:. I:. I:. I:, I:. I:. ～:..:. +...空,::f',空.f'.空.至･三･-.91:. L. ':. -:. -:. ':. A::. I. I:. -:. I:..:. I::. I:二轡｢

あゆみ療育の会と石川リハビリティション心理研究会では､ここ数年会員が減ってきています｡そこで
心理リハビリティション(動作法)の理解を進め､会員を増やしたいと県内でこれまでに4臥講演会&

体験会を開催してきましたo

昨年度開催した小松地区で､ぜひ訓練を体験したいとの要望があり､今年度初めて､連続3回で訓練体

験会を開催することになりました｡延21組の参加がありましたが､その後会員になり､訓練を継続してい
こうと思うまでには至らなかったようですo残念ながらそれっきりになってしまいましたoそれにもめげ

ず､来年度は七尾市で6月28日(土)に講演会を開催いたします｡多くの方のご参加をお待ちしています｡

動作法は成人になった肢体不自由者でも十分に効果が期待できますし､知的陣がいにも､また発達陣が
いにも効果があります｡これまでは肢体不自由ではないので訓練が必要ないとされてきた知的陣がいの

方々が､作業所に通うようになって､長時間同じ姿勢で作業をする事により､体のあちこちに不都合が出
てきているという報告もあります｡そのような場合にも､この訓練は有効です｡まだ体験されたことのな
い方は､ぜひ一度訓練会を覗いてみて下さい､いつでもお待ちしています0

5



第三稀郵僚物承藩　　増刊HSK　　通巻　3814号　2014年4月16日発行

●　●　●　●･●　●　●　●　●お知　らせ　●　●　●　●　●　●･一一●--●　●
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喜　平成26年度第58回定期総会　董
■                                                                      ■

●■"■fJ■■■fH■tHtt■+tJIJ"+"MJtJ■廿HHHttH■■■■t"I

日時･ ･ ･平成26年5月13日(火)

13:00- 15:00

会場･ ･ ･金沢市教育プラザ

金沢市富樫3･10･9

胤　0761243-1054

*山側環状道路-草で

森本･杜の里方面より
長坂台小学校束交差点より西へ約5分
四十万･高尾方面より

高尾台i丁目交差点より北-約5分　よ

L■J,I■■■■■t暮Ht■■一●■■■tt+TJJLIJ+t■■■I++■=■"JJJlI+JJJr■■●

≡　rはげみ｣の購読についてご案内　壬
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

+dt■ff暮■lIt■tTt■■*■■■t+■■■■■t■TftI r■trlrJtI■*11-暮+I f■J■●

日本肢体不自由児協会一年6回発行

日常生活動作の援助･工夫､摂食･栄養､生

活リズム･睡眠､障害児のスポーツや感染･

予防等々学校教育から職業関係等これまで
大変幅広い特集が組まれています｡

ご希望の方は事務局までご連絡ください｡

(年間購読料4,100円郵送料含む)

事務局　〒920-8557

金沢市3十10　石川県社会福祉会館内

石川県肢体不自由児協会
胤･ iTax O76･224-6126

I-I.--lIH.1--I.-.-I-I-.---l-.I----.---..I1---...I-I-.--l"I""I++JtJ"""Jl"4ttt"I""LILr+

喜　第慧竃芸志望芸霊芸芸雷冨芸芸芸芸慧芸悪霊芸芸悪霊会　童■●■IIdtJJ■■■■■●■●III+IlIr■■■4dtLr■●■■llr■1-.■●l1-I-Ill.--.■l■l■←ll.■■■■l1-.I-I.I.■1.1■■■.1.■■■1..I--■■●■T1-.1■l■●

期日･ -平成26年9月6日(土)～7日(日)

会場･ ･ ･豊橋ロワジ-ルホテル

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　寄　付●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

★石川県借用組合協会様　　　　　　　　　　　★赤い羽根共同募金

株式会社オリエントコーポレーション様
★樋口　日出夫様

★サッポロビール株式会社

北陸支社金沢サッポロ会様

★匿名1名

～ありがとうございました～
ガ

●　●　●　●　●　●　賛助会員●　●　●　●　●　●　●　●　●

▽出和　漢子様

穎集線亀己
寒い日が続きましたが皆さんいかがお過ごしで
すか?ようやく春らしい暖かな日差しに心もポカ
ポカ!

｢ステップ｣20号に今回も情報を提供してくださ

ったみなさま､ご協力ありがとうございました｡

今後も､みなさまからの記事のご提供やご意見な
どをお待ちしております｡

作成スタッフ一同

▽匿名1名
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**お問い合わせ.ご連絡** � 

お気軽にお電話ください○ 

編集人:石川県肢体不自由児協会 
石川県肢体不自由児者父母の会連合会 

連絡先:〒920-8557(事務局) 

金沢市本多町3-卜10 

石川県社会福祉会館内 

電話.FAXO76-224-6126 

EメールishikaWakenshiren@movie.ocn.ne.jp 

発行人:北陸障害者定期刊行物協会 富山市今泉312定価50､.円.?/ l弓事~:二-~､~~ ��
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